
③�

有
効
成
分
ピ
ラ
キ
サ
ル
ト
が
入
っ
た
サ

ン
ス
パ
イ
ク
箱
粒
剤
（
左
）
と
サ
ン
エ
ー

ス
箱
粒
剤

④�

収
穫
１４
日
前
ま
で
散
布
可
能
な
ト
レ

ボ
ン
乳
剤
（
右
）
と
同
７
日
前
ま
で

散
布
可
能
な
ア
ル
バ
リ
ン
粉
剤
Ｄ
Ｌ

①
海
外
飛
来
性
害
虫
の
発
生

わ
が
国
で
は
冬
か
ら
夏
へ
気

温
が
高
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
季

節
の
進
行
と
し
て
、
温
暖
・
湿

潤
な
気
候
が
熱
帯
か
ら
温
帯
へ

北
上
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
間
に
、ウ
ン
カ
類
（
セ

ジ
ロ
ウ
ン
カ
、
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン

カ
）、
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
が
東
ア
ジ

ア
を
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
華
南
、
華

中
、
華
北
へ
と
移
り
住
み
、
そ

の
余
波
が
、
わ
が
国
に
海
外
飛

来
性
害
虫
と
し
て
到
達
（
飛
来
）

し
、
九
州
な
ど
西
日
本
に
お
け

る
水
稲
に
被
害
を
及
ぼ
す
も
と

と
な
り
ま
す
。

海
外
飛
来
性
害
虫
は
低
温
に

①「
待
ち
受
け
る
」＝
育
苗
箱
施
薬
剤

土
着
病
害
虫
も
考
慮
し
た
、

地
域
に
応
じ
た
「
育
苗
箱
施
薬

剤
の
選
択
」
と
「
本
田
中
・
後

期
防
除
薬
剤
の
組
み
合
わ
せ
」

で
被
害
を
抑
え
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

昨
年
、
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
に

効
力
が
低
下
し
て
き
た
既
存
剤

に
替
わ
る
有
力
な
新
剤
（
ピ
ラ

キ
サ
ル
ト
）
が
登
場
し
、
市
場

流
通
を
開
始
し
て
い
ま
す
＝
写

真
③
。
九
州
で
は
今
年
、
ほ
ぼ

全
地
域
で
こ
の
新
剤
を
含
む
育

苗
箱
施
薬
剤
が
選
択
さ
れ
て
い

ま
す
。
下
記
の
『「
見
つ
か
り

に
く
い
！
」
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
』

の
通
り
、
飛
来
世
代
の
ト
ビ
イ

ロ
ウ
ン
カ
の
有
無
を
見
て
防
除

要
否
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
た
め
、
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

が
必
ず
「
来
る
」
こ
と
を
前
提

に
し
た
薬
剤
選
択
例
で
す
。

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
と
そ
の
被

害
（
坪
枯
）
が
頻
繁
で
は
な
い

他
の
地
域
で
は
、ウ
ン
カ
類
（
セ

ジ
ロ
ウ
ン
カ
、
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン

カ
）
対
象
の
成
分
を
ど
う
選
択

弱
く
、
日
本
で
は
越
冬
で
き
な

い
け
れ
ど
、
日
本
に
再
び
夏
が

来
る
ま
で
に
は
熱
帯
（
常
時
発

生
）
地
域
か
ら
毎
年
お
出
ま
し

に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。

②
育
苗
箱
施
薬
剤
の
登
場

海
外
飛
来
性
害
虫
は
、
梅
雨

期
に
代
表
さ
れ
る
中
国
大
陸
か

ら
日
本
列
島
へ
か
か
る
前
線

（
線
路
）
の
形
成
と
そ
こ
を
東

進
す
る
低
気
圧
（
機
関
車
）
の

移
動
に
伴
っ
て
わ
が
国
へ
も
た

ら
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
飛
来

の
範
囲
や
規
模
が
異
な
る
も
の

の
、
顕
著
な
飛
来
が
６
～
７
月

に
５
～
６
回
に
達
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

飛
来
世
代
は
セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

が
大
半
を
占
め
、
移
植
後
間
も

な
い
稲
に
群
が
り
＝
写
真
①
、

そ
の
飛
来
の
度
に
「
ま
た
、
虫

が
で
き
た
（
出
て
き
た
）」
と
、

防
除
対
象
と
し
て
厄
介
視
さ
れ

て
い
ま
し
た
＝
写
真
②
。

と
こ
ろ
が
、
１
９
９
０
年
代

前
半
か
ら
、
梅
雨
期
を
中
心
に

何
度
も
現
れ
る
海
外
飛
来
性
害

虫
に
対
し
て
、
効
き
目
の
長
い

成
分
を
育
苗
箱
に
施
薬
し
、
田

植
え
作
業
と
と
も
に
本
田
で
均

一
に
作
用
さ
せ
る
技
術
の
開

発
・
普
及
が
進
み
、
水
稲
害
虫

防
除
が
画
期
的
に
省
力
化
さ
れ

ま
し
た
。

育
苗
箱
施
薬
剤
は
、
殺
虫
成

分
だ
け
で
な
く
、
い
も
ち
病
や

紋
枯
病
に
対
す
る
成
分
が
追
加

さ
れ
た
り
、
殺
虫
成
分
自
体
も

初
期
に
用
い
ら
れ
た
も
の
が
新

た
な
成
分
に
置
き
換
わ
っ
た
り

し
な
が
ら
、
そ
の
利
用
は
水
稲

病
害
虫
防
除
の
根
幹
と
な
り
、

今
や
３０
年
を
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

③
近
年
の
発
生
状
況

育
苗
箱
施
薬
剤
が
普
及
し
、

９０
年
代
前
半
か
ら
十
数
年
は
海

外
飛
来
性
害
虫
の
少
発
生
傾

向
が
続
い
て
い
た
の
で
す
が
、

２
０
０
５
年
、
１３
年
に
九
州
、

西
日
本
各
地
で
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン

カ
（
海
外
飛
来
性
害
虫
の
中
で

最
も
厄
介
な
種
）
に
関
す
る
注

意
報
・
警
報
が
発
せ
ら
れ
、
広

域
多
発
生
が
認
め
ら
れ
る
年
が

現
れ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
は
こ
れ
ら
の
年
を
さ
ら

に
上
回
る
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
に

関
す
る
注
意
報
・
警
報
が
発
せ

ら
れ
、
今
年
は
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

箱施薬剤と中・後期防除薬剤で徹底した対応を
海外飛来性ウンカ類海外飛来性ウンカ類・・コブノメイガ防除対策のポイントコブノメイガ防除対策のポイント

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
＝
写
真
⑤ 

⑥
⑦
⑧
の
特
徴
は
「
被
害
（
坪
枯
）

が
発
生
す
る
ま
で
見
つ
か
り
に
く

い
！
」
こ
と
に
尽
き
ま
す
。
ウ
ン

カ
類
（
成
虫
）
は
５
０
０
㏄
で
ほ

ぼ
３
万
頭
の
測
定
例
が
あ
り
、
５

㏄
の
お
猪
口
で
３
０
０
頭
と
い
っ

た
嵩
（
か
さ
）
高
で
す
。

仮
に
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
２
、３

頭
（
嵩
高
と
し
て
籾
殻
２
枚
）
が

田
10
㌃
、
約
２
万
株
の
稲
に
定
着

し
た
場
合
、
そ
の
１
株
を
探
し
出

す
に
は
、
全
体
の
半
分
（
１
万

株
）
の
調
査
で
も
到
底
分
か
り
ま

せ
ん
。
１
０
０
株
の
稲
に
均
一
に

定
着
し
た
と
し
て
も
、
２
０
０
株

の
稲
の
１
株
に
２
、３
頭
の
親
と

な
り
ま
す
（
１
０
０
カ
所
合
計
で

２
０
０
～
３
０
０
頭
、
容
量
で
５

㏄
程
。
こ
れ
を
10
㌃
の
圃
場
で
見

つ
け
る
労
力
は
い
か
な
る
も
の
で

し
ょ
う
か
？
）。
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン

カ
被
害
が
ま
れ
な
（
＝
飛
来
数
が

少
な
い
）
地
域
で
は
、
ト
ビ
イ
ロ

ウ
ン
カ
が
入
っ
て
い
る
か
否
か
を

圃
場
で
調
べ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
無

理
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
卵
期
間
が
長
い
（
約 

１０
日
）
こ
と
も
、
調
査
時
期
が
限

定
さ
れ
る
た
め
、
飛
来
後
の
第
１
、

第
２
世
代
が
「
見
つ
か
り
に
く
い
」

要
因
に
加
え
ら
れ
ま
す
。
水
際
近

く
の
株
元
で
増
え
た
ト
ビ
イ
ロ
ウ

ン
カ
が
見
つ
か
る
の
は
、被
害
（
坪

枯
）
と
し
て
現
れ
て
か
ら
で
「
そ

こ
に
居
や
が
っ
た
の
か
こ
の
や

ろ
ー
」
で
あ
っ
た
り
、
稲
が
持
ち

こ
た
え
て
、「
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
っ

て
、見
当
た
ら
な
い
ね
」
で
終
わ
っ

た
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
＝
写
真
⑨
は
、

雄
成
虫
の
羽
の
前
縁
に
黒
褐
色
の

毛
塊
が
あ
っ
て
、そ
れ
が
コ
ブ
に
見

え
る
こ
と
が
そ
の
名
の
由
来
で
す
。

ふ
化
し
た
幼
虫
は
稲
の
葉
を 

つ
づ
り
あ
わ
せ
、
そ
の
内
部
で
葉

肉
を
食
害
し
ま
す
。
食
害
部
分
が

白
く
な
る
の
で
、
多
発
生
し
た
場

合
は
圃
場
全
体
が
白
く
変
色
し
、

止
葉
を
含
む
上
位
葉
を
食
害
さ
れ

る
と
登
熟
に
影
響
を
与
え
、
未
熟

粒
が
増
え
る
こ
と
で
減
収
に
つ
な

が
り
ま
す
＝
写
真
⑩
。

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
は
食
害
が
最 

大
に
な
っ
た
後
、
７
日
程
度
蛹

（
さ
な
ぎ
）
で
過
ご
す
た
め
、
被

害
最
盛
期
の
薬
剤
散
布
は
効
果
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
被
害
最
盛

期
」
を
マ
ー
ク
に
す
る
と
、
そ
の

１
４
日
後
（
蛹
７
日
＋
産
卵
準
備

３
日
＋
孵
化
期
３
日
程
度
）
が
防

除
適
期
に
当
た
り
ま
す
。「
食
わ

れ
た
！
」（
被
害
の
顕
在
化
）の
後
、

２
呼
吸
（
２
週
間
）
置
い
て
、「
こ

の
時
期
で
大
丈
夫
か
な
？
無
駄
打

ち
に
な
ら
な
い
か
な
？
」
と
い
う

頃
が
、
防
除
適
期
で
す
。

す
る
か
悩
む
と
思
い
ま
す
が
、

前
年
被
害
の
有
無
で
判
断
す
る

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら

に
、
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
対
象
成
分

は
？
い
も
ち
病
を
対
象
と
す
る

か
？
紋
枯
病
は
？
−
な
ど
、
選

択
幅
が
広
が
り
ま
す
。
実
際
は
、

地
域
の
病
害
虫
発
生
予
察
情
報

や
防
除
指
針
に
従
っ
て
、
殺
虫

剤
成
分
と
殺
菌
剤
成
分
を
選
択

す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。②�「

中
後
期
に
ダ
メ
を
押
す
」�

＝
本
田
散
布
剤

本
田
散
布
剤
＝
写
真
④
＝

は
、
剤
型
を
粒
剤
、
粉
剤
Ｄ
Ｌ
、

液
剤
の
ど
れ
に
す
る
か
や
、
散

布
方
法
を
ど
う
す
る
か
−
な

ど
、
育
苗
箱
施
薬
剤
以
上
に
選

択
肢
が
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

ウ
ン
カ
類
＋
コ
ブ
ノ
メ
イ

ガ
、
ウ
ン
カ
類
＋
紋
枯
病
、
ウ

ン
カ
類
＋
い
も
ち
病
（
カ
メ
ム

シ
類
）、
ウ
ン
カ
類
＋
カ
メ
ム
シ

類
、
と
い
っ
た
よ
う
な
防
除
対

象
で
出
穂
前
に
１
～
２
回
、
出

穂
後
２
～
３
回
の
防
除
の
備
え

が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

海外飛来性害虫の発生状況海外飛来性害虫の防除対策
①�

飛
来
直
後
、
寄
り
集
ま
っ
た
ウ
ン
カ
類

（
大
半
が
セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ
、
ト
ビ
イ
ロ
ウ

ン
カ
は
１
頭
）
２
０
０
７
年
７
月
、
鹿

児
島

②�

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ
に
よ
る
夏
被
害
（
分
げ

つ
子
の
折
損
、
流
れ
葉
）

〈図〉ウンカ類注意報・警報発令状況（2020年９月９日現在）
出典：�農水省「病害虫発生予報」、各都道府県「病害虫発生

予察情報」をもとに、当社で独自に作成

⑤�７月上旬、飛来直後のトビイロウ
ンカ

⑥�８月下旬、株元、水際で増殖する
トビイロウンカ

⑦�９月下旬、トビイロウンカ被害（坪
枯）

⑧�晩秋の坪枯周縁部、夕刻に飛び立
つ用意のトビイロウンカ

「「
見
つ
か
り
に
く
い
！

見
つ
か
り
に
く
い
！
」」ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

「
防
除
適
期
が
分
か
り
に
く
い
！
」

「
防
除
適
期
が
分
か
り
に
く
い
！
」コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

　水田害虫である海外飛来性ウンカ類とコブノ
メイガが広範囲で発生しています。両種とも特
性を十分に理解して、的確な防除を行い、稲の
被害を抑え込みたいところです。ここでは、両
種の発生状況および「育苗箱施薬剤」と「本
田中・後期防除薬剤」を用いた防除方法のポイ
ントを当社・井上栄明技術顧問が紹介します。

三井化学
アグロ
株式会社

に
対
す
る
注
意
報
も
加
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
＝
図
。

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
が
５
月
か

ら
何
回
も
ト
ラ
ッ
プ
に
掛
か
っ

て
き
て
お
り
、
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

も
過
去
に
例
が
無
い
規
模
で
誘

殺
さ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
ン
カ
類

と
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
の
中
国
大
陸

で
の
生
息
量
が
十
分
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
線
路
（
梅
雨
前
線
）

が
頻
繁
に
引
か
れ
、機
関
車
（
低

気
圧
）
が
７
月
遅
く
ま
で
活
動

し
て
い
た
こ
と
が
反
映
さ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

⑨�群れ飛ぶコブノメイガ成虫、発
蛾最盛期

⑩�局所的コブノメイガ被害、
2008 年９月、鹿児島

2019年

2020年

トビイロウンカ警報
トビイロウンカ注意報
コブノメイガ注意報
トビイロウンカ確認地域
セジロウンカ確認地域
コブノメイガ確認地域
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